
　岬からは、紀淡海峡を往来する大型船を間近で観察
できます。豪華客船のほか、オイルタンカーや自動車運
搬船など大きさや形、用途も様々な船舶はどれも個性
的でシーウォッチングを存分に楽しめます。

写真提供：中野 光祥

　生石山・成山（成ヶ島）の地質は「和泉層群」という、
約6,500万年前（後期白亜紀）の泥岩・砂岩・礫岩など
の地層で出来ています。地層からは貝の化石が見つ
かることがあります。
　また生石山から南の海岸線は、中央構造線という
地質の境界があり、急こう配で直線的な海岸線が広
がっています。

地　質

シーウォッチングシーウォッチング

　紀伊国と淡路国の間には「紀淡海峡」があり、艦船が
通過できるのは、淡路島と友ヶ島の間の由良瀬戸と呼
ばれる幅4.7㎞だけです。ここを通過されると大阪湾

鉄壁の要塞群を配備した理由

の地形上、京
阪神の防衛は
で き な い た
め、必ず紀淡
海峡で食い止
める必要があ
りました。

生石の植生・海辺のいきもの
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」※写真は第一砲台跡
明治22年から39年にかけて整備された由良
要塞は、終戦まで京阪神地方を防衛する施設
として東京湾要塞に次いで重要な要塞でした。

歴史遺産①

　手前から地ノ島、沖ノ島、その向こうが淡路島。由良
要塞は和歌山の深山周辺や友ヶ島（地ノ島・虎島・神島・
沖ノ島の総称）の堡

ほう
塁
るい

・砲台なども含み構成されていま
した。
　各所に設置された堡

ほう
塁
るい

・砲台は、単体では十分な威力
を発揮できません。それぞれの施設がそれぞれを補い、
強力な防衛力を有します。「要塞」と呼ばれる理由です。

▲▲
沖ノ島沖ノ島 ▲▲

地ノ島地ノ島

淡路島淡路島
▼▼

友ヶ島（和歌山県）

写真提供：和歌山市写真提供：和歌山市

成ヶ島の成山山頂には由良城(成山城)があ
りましたが、江戸時代“由良引け”により現在
の洲本市街地にお城を移し、その後明治24年
に成山砲台が作られました。
現在は成ヶ島・紀淡海峡の眺望を楽しめる成
山展望台として利用されています。

※�海に向けて撃つ大砲のことを「砲台」、陸に向けて
撃つ大砲のことを「堡塁」といいます。
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　紀淡海峡に面する生石山（標高122ｍ）は、昭和
25年に成ヶ島とともに、瀬戸内海国立公園に指定
されました。
　また、明治期には国防の重要拠点として由良要
塞が築かれ、遺構から当時の面影を知ることがで
きます。

　生石山の植生は、暖地の広葉樹が主で、15m以上
の高木層（ホルトノキ・スダジイ・カシなど）、5～15m以
上の亜高木層（ウバメガシ・エノキ・カラスザンショウ・
ハゼノキなど）、5m以下の
低木層（カクレミノ・ネズミモ
チ・ツバキ・ヒサカキなど）、
つる植物（サカキカズラ・サ
ネカズラ・キヅタ・サルトリイ
バラなど）が観察できます。
　また、生石山の梅園は3月
頃に紅梅と白梅が見頃を迎
え、4月頃には桜が満開とな
り、訪れる人々を和ませてく
れます。

　生石の海岸沿いでは、ハ
マアザミ・クルマバアカネな
どの希少植物をはじめ、ハ
マダイコン・ハマゴウ・ハマウ
ドなどの海浜植物が見られ
ます。
　また、アカテガニやハマシ
イノミガイなどのカニや貝
類をはじめ、イソカネタタキ
といった希少な昆虫も生息
しています。イソカネタタキ

アカテガニ

ハマシイノミガイ

ハマアザミ

ホルトノキ

サクラ

歴史遺産②
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第二駐車場第二駐車場

紀淡海峡を望む展望台と、成ヶ
島を望む展望台があります。
憩いのスペースとして利用で
きるよう、ベンチやトイレも充
実しています。
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平成22年 環境省整備

生石山砲台の中で最大規模の
軍事施設でした。発射指揮を
行う観測所があり、その両翼
には４門ずつ計８門の大砲（口
径24㎝）が配備されていまし
た。

第
だいさんほうだいあと
三砲台跡

明治31年 加農砲8門設置

第一砲台 は 生石山
砲台の中では最大の
28cm榴

りゅう
弾
だん

砲
ほう

が６門
配備されていました。
榴弾砲は弾道が山形
になるために、敵軍

艦の上部を破壊することを目的としていました。また、
高い場所から砲弾を落下させる方が威力が大きく
なるため、生石山砲台で最も高い標高110mの場
所にあります。このことから生石山高砲台と呼ばれ
ていました。この榴弾砲は、日露戦争の時に旅順で
活躍したことで有名です。

第
だいいちほうだいあと
一砲台跡

明治33年 臼砲4門設置

ウバメガシやホルトノキな
どが自生している園路を
散策しながら自然を満喫
でき、成ヶ島や友ヶ島を見
渡せる眺望ポイントです。

生
おいしかいきょうてんぼうだい
石海峡展望台

平成21年 環境省整備

生石山砲台の中で最も低い標高68ｍの
場所にあるため、生石山低砲台と呼ばれ
ていました。低い位置からの攻撃に適した
加
か

農
のん

砲が配備されました。第四砲台の加
か

農
のん

砲は、対岸の加
か

太
だ

(和歌山県)にも届く
14,100mの射程距離を有していました。

第
だいよんほうだいあと
四砲台跡

明治31年 加農砲4門設置

紀淡海峡から太平洋ま
でを一望でき、生石山
から南に続く急峻な海
岸線も見渡せて、まさ
に絶景パノラマ！

紀
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望台

昭和47年 洲本市整備

第五砲台は、速
そく

射
しゃ

加
か

農
のん

という加
か

農
のん

砲が配備されていました。第一砲
台から第四砲台までの大口経砲の
死角を射撃したり、中小規模の艦艇
を攻撃するためにつくられました。

由良要塞の中では新しい時期に建てられたため、他の砲台と異なり、石や
コンクリートを使用しています。

第
だいごほうだいあと
五砲台跡

明治31年 速射加農砲4門設置

釣り場釣り場

●出石神社駐車場（4台駐車可能）からも散策できます

散 策 コース生石公園
第一駐車場⇨ 生石海峡展望台
※途中、一部急な階段があります

1コース 所要時間
15～20分

第二駐車場⇨ 生石海峡展望台
※バリアフリー対応の散策路です

2コース 所要時間
10～15分

車　道
遊歩道
バリアフリー経路
散策コース①
散策コース②


